　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	平成１６年度より大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会豊能・三島ブロックから大阪府ホームレス総合相談事業共同運営団体に委託してホームレス巡回相談指導事業を実施した。

平成２２年１月　ホームレス数１４名

平成２３年１月　ホームレス数１０名

平成２４年１月　ホームレス数４名

平成２５年１月　ホームレス数６名
※「ホームレスの実態に関する全国調査(概数調査)」
「ホームレス巡回相談指導事業」によりホームレスの生活状況の把握や相談を行っている。相談員がホームレスと福祉事務所へ同行するなどのサポートやホームレスに対する施策の拡充により、医療や生活保護等の福祉の援助が受けやすくなり、ホームレス生活から脱却しやすくなったため、ホームレス数の減少につながっていると考えられる。

	課題・問題点
	ここ数年、ホームレス生活の様態が多様になり、川辺や駅周辺での野宿生活者には支援を行うことができても、移動型やネットカフェなどホームレス生活しているとは簡単には分からない方がおり、そういった方々の実態把握やサポートが課題である。

市内のホームレスはすべて５０代以上であり、約８割が６０歳以上となっており、前回施策評価時よりさらにホームレスの高齢化、野宿生活の長期化が問題となっている。

またホームレス数の減少に伴い、巡回相談の計画も状況に見合ったものに見直していく必要がある。

脱却後、ホームレスの方は施設入所となる方が多いが、受け入れ先の施設の数や定員には限りがあり、施設入所までに時間がかかることがある。

	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	今後予想される更なるホームレスの高齢化・野宿生活の長期化については、対象者自身が希望して野宿生活を継続することが想定され、巡回相談員の定期巡回のなかで生活状況や体調を把握し変化があれば、状況に応じた福祉制度の利用等を促していく必要がある。

　また巡回相談指導事業では把握が困難なホームレスについては、国や府と連携し
ながら把握の方法を検討していく必要がある。施設入所枠の確保についても同様である。

	市町村部局名
	高槻市健康福祉部生活福祉支援課
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